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2025 年 10 月 15 日 

学校関係者評価報告書 

大阪リハビリテーション専門学校 

自己点検・評価委員会 

 

大阪リハビリテーション専門学校（自己点検・評価委員会）が実施した令和 6年度自己点

検・評価表に基づき、下記日時に開催した『学校関係者評価委員会』に於いて以下の意見

と評価がありましたことを報告いたします。 

 

●日時：2025年 9月 4日（木）19時 00分～20時 45分 

●場所：大阪リハビリテーション専門学校 6階 601教室 

●委員：医療法人優仁会 かとう整形在宅クリニック    理学療法士  蓮子 陽平 

医療法人橘会 東住吉森本リハビリテーション病院 作業療法士  木匠あゆみ 

大阪リハビリテ－ション専門学校      理学療法学科卒業生  村上 大輔 

大阪リハビリテ－ション専門学校      作業療法学科卒業生  康村 祥伎 

大阪リハビリテ－ション専門学校 理学療法学科在校生の保護者  藤井 理代 

大阪リハビリテ－ション専門学校 作業療法学科在校生の保護者  中野 徳子 

 

●学校関係者評価と意見 

下記の意見と評価は、委員会や面談での意見に加え、後日書面にて提出された意見と評価をまとめたも

のです。 

A：十分に満足できる（3 点） B：満足できる（2 点） C：やや不十分である（1 点） D：不十分である（0 点） 

項目 学校関係者の意見 
総合評価 

（平均値） 

【基準 1】 

教育理念・目的・育成

人材像等 

●例年通りのディプロマポリシーの元、適切な人材育成の理念を

掲げセラピストの育成に臨まれていると思います。 

●実習生を通して OCRとしての風土を感じることが出来ています。

先生方の学生の情報収集や気づきなど共有して下さる事でより良

い医療人を育てる為の協力関係が出来ていると感じています。 

●昨年に比べて 1-1-3の進み具合のポイントが落ちていたが、そ

この理由はわからなかった（1-3-6も同様）。 

●理念・目的・育成人材像は定められており、ディプロマポリシ

ーとしては、1つ目に「セラピストとしての倫理観」を位置づけて

いることを特に評価できる。資格を取得したら自分の経済面が安

定するという損得勘定の前に、我々セラピストは、障がいのある

方と共に生きていくという「セラピストマインド」を学生時代よ

り伝えていく事が重要であると思うからである。 

●卒業して 10年以上経過しますが、OCR実習生、卒業生のマイン

ドは違うと感じることがとても多く感じます。その根本にある対
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象者のことを第一優先に考える熱い気持ちを掲げる教育にぶれが

ないことが大きいと実感しています。今後も様々な点で大変な面

もあるかと思いますが、ブレずに対象者の為に働く、熱い火種を

学生に伝え続けて欲しいです。 

●本校の学生として預かったからには、最後まで人が人に対して

持ってる温かい気持ちを持った人間に育成すると言う、今の現代

に欠ける尚且つ必要な事を目指すと言う、素晴らしい教育だと思

いました。 

医療分野のみならず、介護分野でもとありましたが、今後国が介

護保険に対してどんな風に進めていくか分からないと思います。

市民のニーズとしては、現在運動を取り入れた施設で特養に入る

前要介護 2でオムツ無し、車いす無し、を目指す入居施設が人気

だそうです。視野に入れて頂ければ嬉しいです。 

 

【基準 2】 

学校運営 

●特に大きく気になる点はありませんでした。 

●学校運営の資料のページがあれば後でわかりやすいと思いまし

た。点検の進み具合（2-4-2）（2-4-3）のポイントが下がっている

理由がわからなかった。 

●厚生労働省「≪専門実践≫教育訓練給付金」講座指定が OT学科

は指定できておらず、より一層の努力を期待したい。 

●特記事項はございません。これからも安定した学校運営がなさ

れることを、卒業生や現場の立場からも切に願います。 

●理学療法学科においては、指定養成規則の必要要件を超える教

員数を配置とあるが解剖学においては、全く理解出来てない様だ。

とても難しい専門分野であるが生徒全員が理解出来る様には出来

ないものでしょうか？ 

 

2.5 

【基準 3】 

教育活動 

●OSCEを通した学生の臨床能力の評価がとても参考になりまし

た。また、オンライン授業の強化について、社会人学生に寄り添

った取り組みだと思いますが、テストの点数は見直せることから

向上しますが、臨床的な理解度については疑問点が残ったと感じ

ています。対面でリアルタイムの質問が出来るからこその良さも

あるのではないかと思いました。 

●卒業後に身につけている能力など現在の風潮よりもよりレベル

の高い目標や現場から求められている人材を育てる事を念頭に行

われており、患者や利用者から求められる医療人を教育する事を

されていると思います。 

オンデマンドなど新しい取り組みを行われており、今の時代にあ

った内容への変更へもトライされていると思います。 
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●よくわかりました。授業評価の実施。評価体制では学生による

授業評価アンケートを実施しているというのが目新しく感じまし

た。そのように評価結果が得られるのだとわかりました。 

新しい取り組みとしてオンデマンド講義の評価について書かれて

いたところがとても興味深く感じられました。 

●１年生から臨床的な学習を始め、専門学校の特性を生かしたカ

リキュラムになっている。特に、OSCEにて臨床技術の確認をして

いることは強みである。OT部門においては、オンデマンド講義を

拡大する事は、時代に合う取り組みであるが、その半面、希薄な

人間関係で他者とのコミュニケーション機会を奪ってしまうこと

が懸念される。「チーム医療」の時代を切り抜いていく為に、チー

ムビルディング等のコミュニケーション力に注目した取り組みを

検討して欲しい。 

●国家試験合格率含め、学生指導に対しては非常に熱心に、かつ

毎年きめ細やかなサポートが進歩していると思います。 

高い合格率を支える指導力や体制がある中で、一定数の学業不振

による留年・退学者も散見されるため、そこも少なくできるとよ

り OCRの大きな強みになると思います。 

予防領域についても学ぶ機会や範囲なども増えても良いのではな

いかと思います。 

●卒業率、国試、合格率共に 100％を願う 

例えば 2025年 PT 在学 25名×72．5％＝18人卒業 

7人卒業出来ず？これはかなり厳しい数字だと思います。 

 

【基準 4】 

教育成果 

●昨年度の国家試験合格率が例年と比べ低かったですが、例年ま

でであれば高い水準で合格する事が出来ていることを考え、イレ

ギュラーが多かったとも感じます。原因を考えながら対策と対応

などお手伝いできることがあればぜひ。 

●理学療法学科は国家試験の合格率などが全国平均よりも高く、

意欲的に取り組めている学生が多いのではないか。 

●資格取得を目標に全力応援していただける学校なのでがんばっ

て欲しい。 

退学者の時期と理由について対処のプログラムを実施するところ

が丁寧だと思いました。 

●退学者・国家試験に向けて、補習や教育アシスタントを導入し

ており、学生の学習意欲に左右されている様子が伺えた。学校側

は、真摯に実績評価を受け止め、取り組みを強めており、成果が

表面化することを期待したい。 
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●高い国家試験合格率や就職率は今後も維持していけるように、

大変ではあるかと思いますが、頑張ってほしいと思います。 

退学理由の分析やハイリスク者に対するアプローチなども行って

おり、最善の努力がなされていると思います。退学率低減に向け

ても、引き続き頑張っていただきたいと思います。 

●どの様な業界でも、人に施すという職業というのは、勿論治す

というのが目的ではあるが、近年人の心に触れると言うことが減

ってるせいか、心の寂しい人が増えてる気がする。しかし療法士

としては、患者に向き合う際心のケアも必要ではないかと思う。

これはどれだけ AI技術が進んでも、人間の様には出来ない温もり

ではないかと思う。心が安定すると勉強も安定する。不安定な学

生には是非とも心を安定させてあげて欲しいです。 

 

【基準 5】 

学生支援 

 

●学生への手厚い支援、特に点数が取れていない学生への国家試

験対策については近隣の養成校と比べ破格の支援を行っていると

思います。結果が出ない年もあるかと思いますが、その時々の学

生の特色などもあるため、引き続き手厚い支援をお願いしたいと

思います。 

また、卒後教育の一環として「発達・精神」領域の勉強会を継続

していきたい所存です。 

●教育アシスタントはよい取り組みと思いますがどうしても個人

差が出てしまうことは仕方無いのかと思います。 

●卒業生への支援体制があり勉強会に毎回 10名～15名が参加し

ているのがすばらしいと思いました。 

●就職・進学指導、学生相談、保護者との懇談会等、体制が整備

されていると評価できる。 

●就職面もしっかりサポートされており、問題ないと思います。 

健康面の支援として、身体面以外に精神面で支援が必要となる場

面が年々高まっているのではないかと危惧しています。その為、

必要な支援体制が、学生にとって分かり易く、いつでも利用でき

る体制があれば、不安の軽減、解消につながってくるのではない

かと考えております。 

 

3.0 

【基準 6】 

教育環境 

 

●設備の補修など適宜更新されており、大きな問題を感じなかっ

たです。 

●（6-34-6）防災（6-34-7）実習時の事故防止 

この点について 24年度よりポイント下がっていた理由および、ど

んなところで評価しているのか資料があればわかりやすかったと

思いました。 
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●教育環境は、適宜見直され整備されていると評価できる。 

●施設も綺麗に、必要物品などが整備され、学生の学ぶ場として

は申し分ないと思います。 

災害対策などは適宜見直し、最適な行動判断が取れるよう情報共

有していただければと思います。 

●防災について 地震には耐えられる建物？津波は？ 

 

【基準 7】 

学生の募集と受け入れ 

●学生の受け入れに関しては、現在の入学者数の兼ね合いから厳

しいものを感じます。できればある程度余裕を持った受け入れが

出来る様になればと思っています。 

また、精神疾患の既往がある学生が入学する際の経歴に関してあ

る程度ヒアリング出来れば入学前の課題が明確になる部分もある

のではないかと思いますので、個別相談時点の対応を強化してい

ただきたいと思います。 

●現状として夜間のリハビリテーション専門学校が増えて、学生

が減っている状況なのでどこも厳しいと思われます。 

定員に届いて無いとは言え希望者が多い様な印象です 

●募集充足に対し喫緊の課題があり、社会的ニーズは高い（特に

社会人経験者）と考えられ広報活動に期待したい。 

●教育体制や設備、高い国家試験合格率など、学生にとっては申

し分ない環境である反面、養成校の乱立により定員割れとなって

いる現状は非常に残念な思いでもあります。非常に難しい問題で

はあると思いますが、OCRの強みや魅力が伝わり、受験者や入学者

が増えるような取り組みに繋がればと思います 

 

2.0 

【基準 8】 

財務 

●特に問題は感じませんでした 

●公認会計士等による監査を実施している事が評価できる。 

●学校法人会計というのは、よく解らないが 

単年度において課題があると言うのは 2025年でしょうか？ 

絶対的に子供の数が減少してる中、生徒の確保は難しいと思うが

合格率 100％より卒業率を重視して学校を選ぶようになるのでは

ないか。卒業してからも末永く永遠に存続して欲しいです。 
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【基準 9】 

法令等の遵守 

●特に問題は感じませんでした 

●法令等の順守を行えている事を評価できる。 

●遵守されてると思う。 
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